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東
日
本
大
震
災
で
は
、避
難
所
等
に
お
い
て
発
災
初
期
か
ら
災
害
時

要
援
護
者
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
た
経
験
を
踏
ま
え

て
、岩
手
県
で
は
災
害
時
要
援
護
者
の
福
祉
・
介
護
等
の
ニ
ー
ズ
把
握
や

支
援
調
整
な
ど
を
担
う「
岩
手
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
」（
以
下
、福
祉

チ
ー
ム
）の
派
遣
主
体
と
な
る「
岩
手
県
災
害
福
祉
広
域
支
援
推
進
機

構
」を
設
置
し
、福
祉
チ
ー
ム
の
創
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

広
域
的
か
つ
組
織
的
に
活
動
を
行
う
福
祉
チ
ー
ム
の
普
及
・
啓
発
を

図
る
と
と
も
に
、関
係
者
の
連
携
促
進
と
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
主
催
／
県
・
県
災
害
福
祉
広
域
支
援
推
進
機
構（
事
務
局
：
県
社
協
）、平

成
25
年
度
12
月
17
日
・
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
）

そ
の
中
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
の

必
要
性
」の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

県内の福祉関係職員、行政の災害時要援
護者避難支援対策の担当職員、社協関係
者等280人が参加した避難支援対策セミ
ナー

岩手県社会福祉士会
地域包括委員会委員長

西尾 卓樹氏

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
職
能
団

体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
事
業
所
等

が
独
自
（
支
援
区
も
独
自
ル
ー
ト
）
で

活
動
を
開
始
し
た
結
果
、
重
複
支
援
や

非
効
率
な
支
援
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
発
災
か
ら
２
週
間
後
、「
職
能
団

職
能
団
体
の
立
場
か
ら

福
祉
的
配
慮
が
必
要
な
方
々
の
た
め
に

高
齢
者
支
援
の
立
場
か
ら

避
難
所
に
お
け
る
高
齢
者
支
援
の
必
要
性

岩手県介護福祉士会会長
吉田  均氏

体
派
遣
シ
ス
テ
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
設

置
要
綱
策
定
及
び
派
遣
日
程
表
の
調
整

を
行
い
ま
し
た
。

第
１
期
派
遣
シ
ス
テ
ム
（
平
成
23
年

５
月
16
日
～
）
は
、
被
害
の
大
き
い
陸

前
高
田
市
・
大
槌
町
へ
２
名
（
３
泊
４

日
体
制
）
を
途
切
れ
な
く
派
遣
。
第
２

期
（
９
月
１
日
～
）
は
日
帰
り
支
援
へ

移
行
し
▽
仮
設
住
宅
及
び
在
宅
生
活
者

の
ニ
ー
ズ
調
査
▽
閉
じ
こ
も
り
、
孤
立

防
止
の
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
支
援
、
よ
ろ

ず
相
談
▽
生
活
支
援
相
談
員
へ
の
支

援
・
助
言
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
期
（
平
成
24
年
１
月
23
日
～
）

は
被
災
地
の
要
望
に
応
じ
な
が
ら
▽
生

東
日
本
大
震
災
は
高
齢
者
ケ
ア
の
３

原
則
で
あ
る
①
自
己
決
定
（
共
同
決

定
）
②
生
活
の
継
続
性
③
残
存
能
力
の

活
用
を
困
難
に
さ
せ
、
特
に
「
生
活
継

続
」
の
３
原
則
（
特
に
認
知
症
ケ
ア
）

①
環
境
を
変
え
な
い
②
生
活
習
慣
を
変

え
な
い
③
人
間
関
係
を
変
え
な
い
、
を

激
変
さ
せ
ま
し
た
。

発
災
初
期
の
避
難
所
で
高
齢
者
支
援

に
関
わ
っ
た
福
祉
専
門
職
10
人
の
聞
き

取
り
調
査
（
２
０
１
２
年
10
月
14
日
実

施
）
か
ら
課
題
を
抽
出
す
る
と
▽
認
知

症
高
齢
者
が
ス
ト
レ
ス
の
た
め
か
徘
徊

や
失
禁
、
大
声
を
出
す
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
っ
た
▽
専
門
職
不
足
か
ら

要
介
護
者
の
夜
間
の
見
守
り
ケ
ア
、
状

態
観
察
な
ど
で
支
援
者
へ
の
負
担
が
増

大
し
た
▽
水
道
利
用
制
限
に
よ
り
清
潔

保
持
と
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
で
、
床
ず

れ
を
つ
く
る
人
も
出
て
き
た
▽
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
で
は
把
握
で
き
な
い
要
援
護
高
齢
者

が
ニ
ー
ズ
を
「
表
出
し
な
い
・
で
き
な

い
」
状
況
に
あ
り
、
困
難
性
を
極
め
た

（
遠
慮
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
し
な
い
・
我
慢

す
る
方
も
見
受
け
ら
れ
た
）
▽
排
泄
ケ

ア
（
オ
ム
ツ
交
換
）
は
尊
厳
の
保
持
・

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
に
は
ほ
ど
遠
い
状

況
だ
っ
た
▽
過
剰
介
護
に
よ
り
重
度
化

の
要
因
が
蓄
積
さ
れ
た
▽
施
設
ケ
ア
の

必
要
な
要
介
護
高
齢
者
の
搬
送
手
段
、

受
け
入
れ
施
設
の
調
整
に
時
間
を
要
し

た
▽
環
境
激
変
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て

自
立
し
て
い
る
も
の
の
、
環
境
整
備

（
別
室
の
整
備
）
が
必
要
な
状
況
（
Ａ
Ｄ

Ｌ
の
低
下
、
低
栄
養
、
不
眠
、
不
安
、

意
欲
低
下
等
）
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

活
支
援
相
談
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

専
門
研
修
支
援
（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

の
科
目
、
社
会
資
源
の
活
用
、
記
録
の

書
き
方
、
各
種
制
度
の
理
解
な
ど
）
を

行
い
ま
し
た
。

24
年
度
は
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
構

築
事
業
と
し
て
大
槌
町
・
山
田
町
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
６

月
～
12
月
ま
で
２
名
１
チ
ー
ム
（
１
週

間
交
代
）
で
支
援
。
25
年
度
は
県
社
会

福
祉
士
会
が
継
続
し
て
支
援
し
て
い
ま

す
。
隔
週
で
法
テ
ラ
ス
大
槌
へ
の
相
談

支
援
も
実
施
中
で
す
。

平
成
23
年
３
月
～
25
年
３
月
ま
で
の

毎
月
、
災
害
支
援
会
議
を
合
わ
せ
て
18

回
開
催
し
、
▽
支
援
状
況
の
確
認
▽
ニ

ー
ズ
の
分
析
▽
今
後
の
支
援
活
動
の
確

認
▽
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

被
災
地
は
、
自
分
の
こ
と
で
余
裕
が

な
い
の
が
現
状
で
、
福
祉
的
配
慮
が
必

要
な
人
が
見
過
ご
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
初
動
期
の
福
祉
対
応
の
必
要
性
が

明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な

団
体
が
一
斉
に
避
難
所
に
入
り
、
重
複

し
た
聞
き
取
り
で
被
災
者
の
心
的
負
担

を
強
め
た
り
、
支
援
団
体
の
連
携
・
連

絡
が
取
れ
な
い
た
め
か
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
な
い
活
動
を
行
っ
た
り
、
様
々
な
反

省
が
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
課
題
を
受
け
て
、
災
害
派

遣
福
祉
チ
ー
ム
創
設
の
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ
会
議
（
９
回
開
催
）
で
行
い
、
チ
ー

ム
組
織
化
に
向
け
た
要
望
書
を
24
年
３

月
23
日
に
県
知
事
へ
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
書
を
受
け
て
岩
手
県
災
害
福
祉
広

域
支
援
推
進
機
構
が
設
置
（
25
年
９
月

19
日
）
さ
れ
ま
し
た
。

支
援
活
動
を
通
じ
た
今
後
の
課
題
に

は
▽
実
際
に
動
け
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

▽
中
長
期
に
わ
た
る
継
続
支
援
の
体
制

整
備
▽
医
療
・
他
団
体
と
の
連
携
▽
平

常
時
に
お
け
る
横
断
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
▽
職
能
団
体
内
の
災
害
対
策

委
員
会
等
の
整
備
、
担
当
者
の
配
置
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
医
療
が
「
い

の
ち
を
守
る
」
な
ら
、
福
祉
は
「
生
活

を
守
る
」
と
い
う
視
点
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成25年度
災害時要支援者

避難支援対策セミナー
パネルディスカッション
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障
が
い
者
支
援
の
立
場
か
ら

障
が
い
者
の
特
性
へ
の
配
慮
は
多
様

医
療
の
立
場
か
ら

福
祉
チ
ー
ム
と
共
通
理
解
を
深
め
る

ま
た
、
被
災
か
ら
１
か
月
後
の
避
難

所
の
ニ
ー
ズ
状
況
は
▽
床
ず
れ
、
下
肢

の
浮
腫
み
、
便
秘
、
体
重
減
の
進
行
▽

潜
在
的
介
護
ニ
ー
ズ
の
拡
大
▽
入
浴
を

含
む
清
潔
保
持
▽
偏
っ
た
食
事
の
影
響

▽
福
祉
用
具
不
足
、
移
動
手
段
（
買
い

物
、
通
院
）
の
確
保
▽
介
護
ス
タ
ッ
フ
の

レ
ス
パ
イ
ト
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

教
訓
か
ら
見
え
て
き
た
発
災
直
後
の

福
祉
専
門
職
の
役
割
と
し
て
は
▽
医

療
・
保
健
と
の
情
報
共
有
と
連
携
に
基

づ
く
支
援
▽
避
難
所
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
か
ら
個
別
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

（
※
福
祉
の
特
性
は
「
個
別
ケ
ア
」
と

そ
の
連
続
性
・
継
続
性
に
あ
り
、
社

会
・
地
域
・
人
と
の
関
係
が
基
本
に
あ

る
）
▽
避
難
所
の
環
境
整
備
（
生
活
の

安
全
・
安
心
）
▽
中
長
期
支
援
へ
の
、

ま
た
地
元
支
援
へ
の
橋
渡
し
の
必
要
性

等
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
中
長
期
支

援
に
向
け
て
は
、
生
活
継
続
３
原
則
の

再
構
築
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
の
展
開
な
ど
、
日
常
や
安

心
を
「
介
護
行
為
」
と
い
う
見
え
る
形

に
し
て
届
け
る
こ
と
で
す
。
寄
り
添
い

な
が
ら
自
立
を
支
援
し
、
地
域
と
の
関

係
性
と
生
活
の
復
権
（
明
日
へ
の
希

望
、
生
き
る
意
欲
を
も
っ
て
い
た
だ
く

な
ど
）
が
私
た
ち
の
仕
事
で
あ
り
、
福

祉
チ
ー
ム
の
意
義
と
役
割
は
大
き
い
。

岩手県知的障害者福祉協会
副会長・危機管理委員長

阿部 孝司氏

東
日
本
大
震
災
で
は
３
月
16
日
に
障

が
い
協
（
１
６
９
施
設
）
と
知
福
協

（
83
施
設
）
の
合
同
正
副
会
長
会
議
で

今
後
の
対
策
を
協
議
。
全
社
協
・
日
本

知
福
協
へ
の
人
的
派
遣
要
請
、
県
内
会

員
施
設
・
事
業
所
へ
被
災
し
た
施
設
等

へ
の
職
員
派
遣
要
請
な
ど
４
つ
の
方
向

性
を
確
認
。

19
日
か
ら
現
地
調
査
及
び
物
資
運
搬

（
宮
古
・
山
田
と
気
仙
コ
ー
ス
）
を
開

始
し
、
帰
還
後
の
報
告
会
が
、
後
に

「
東
日
本
大
震
災
障
が
い
者
支
援
活
動

推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
議
」
と
な

り
、
各
種
関
係
団
体
が
参
加
す
る
形
で

70
回
継
続
開
催
し
ま
し
た
。

障
が
い
協
・
知
福
協
合
同
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動
は
、
相
談
支

援
、
マ
グ
カ
ッ
プ
販
売
金
に
よ
る
支

援
、
人
的
支
援
、
見
舞
金
の
配
布
、
職

員
・
利
用
者
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
支
援
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

知
福
協
で
は
「
大
規
模
災
害
時
の
危
機

管
理
要
領
」
を
策
定
し
▽
初
動
の
災
害

発
生
か
ら
、
中
長
期
時
ま
で
の
支
援
の

流
れ
を
フ
ロ
ー
図
と
し
て
整
理
▽
連
絡

体
制
と
組
織
体
系
を
圏
域
ご
と
に
集
約

し
て
本
部
に
連
絡
し
、
圏
域
単
位
で
も

連
携
し
て
相
互
に
助
け
合
う
体
制
づ
く

り
▽
災
害
用
備
蓄
物
資
購
入
要
領
の
作

成
▽
物
資
の
備
蓄
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
実
際
に
避
難
し
た

場
所
（
避
難
所
・
親
戚
・
利
用
施
設
・

福
祉
避
難
所
）
と
、
今
後
の
希
望
に
つ

い
て
の
比
較
調
査
で
は
、
利
用
施
設
や

福
祉
避
難
所
を
希
望
す
る
割
合
が
増
加

し
て
お
り
、
福
祉
専
門
職
に
よ
る
支
援

へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
特
性
へ

の
配
慮
は
多
様
で
、
福
祉
チ
ー
ム
に
障

が
い
に
理
解
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
入
る

意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

自
ら
声
を
発
せ
ら
れ
な
い
人
た
ち
が

多
い
障
が
い
者
の
声
を
現
場
に
出
向
い

て
拾
う
仕
組
み
、
避
難
所
で
の
生
活
が

難
し
い
方
の
環
境
調
整
の
連
携
が
大
切

で
す
。

生
活
再
建
や
事
業
所
の
再
建
に
む
け

て
の
中
長
期
支
援
で
は
組
織
や
協
会
の

力
は
有
効
で
す
が
、
協
会
に
加
盟
し
て

い
な
い
事
業
所
や
利
用
者
、
在
宅
に
い

る
障
が
い
児
者
及
び
そ
の
家
族
の
緊
急

時
の
支
援
体
制
は
課
題
で
す
。
日
頃
よ

り
自
治
体
や
相
談
支
援
事
業
者
、
協
会

と
の
結
び
つ
き
や
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
形
成
が
災
害
時
に
威
力
を
発
揮
し

ま
す
。
普
段
か
ら
地
区
民
協
や
地
域
組

織
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
も
必

要
で
す
。
福
祉
チ
ー
ム
の
人
材
を
ど
う

調
整
し
て
い
く
か
な
ど
、
長
期
的
な
視

点
で
の
準
備
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

岩手医科大学医学部
災害医学講座教授
眞瀬 智彦氏

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
初
期
医
療

体
制
の
遅
れ
か
ら
「
避
け
ら
れ
た
災
害

死
」
が
約
５
０
０
名
存
在
し
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
教
訓
は
▽
災
害
医
療
を
担
う
病

院
が
な
か
っ
た
こ
と
（
災
害
拠
点
病
院
）

▽
急
性
期
の
被
災
地
に
お
け
る
医
療
が

欠
落
し
て
い
た
こ
と
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
▽

重
症
患
者
の
広
域
搬
送
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
こ
と
（
広
域
医
療
搬
送
計
画
）
▽

医
療
情
報
が
全
く
伝
達
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
（
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
）
は
、
災
害
（
大
震
災
及
び
航
空

機
、
列
車
事
故
と
い
っ
た
災
害
）
の
急

性
期
（
48
時
間
以
内
）
に
活
動
で
き

る
、
機
動
性
を
持
っ
た
救
急
医
療
を
行

う
た
め
の
専
門
的
訓
練
を
受
け
た
医
療

チ
ー
ム
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
揮
情
報
活
動
の
優
先
順

位
は
「
災
害
拠
点
病
院
」「
一
般
病
院
」

「
孤
立
集
落
・
現
場
」「
避
難
所
」
で
す
。

災
害
医
療
支
援
は
各
フ
ェ
ー
ズ
（
緊

急
性
期
、
急
性
期
、
亜
急
性
期
、
慢
性

期
）
の
活
動
が
切
れ
目
な
く
継
続
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

避
難
所
で
の
医
療
班
の
主
な
活
動
は

「
避
難
所
の
評
価
」
と
「
避
難
者
の
健

康
管
理
」
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

「
避
難
所
の
評
価
」
は
施
設
情
報
、

組
織
と
支
援
、
衛
生
設
備
・
衛
生
環
境

の
状
況
、
食
料
・
水
の
状
況
、
要
援
護

者
・
有
症
状
者
の
把
握
な
ど
の
７
項

目
。「
避
難
者
の
健
康
管
理
」
は
負
傷
・

罹
病
へ
の
対
応
、
継
続
す
る
一
般
医
療

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
災
害
弱
者
の
保

護
、
被
災
下
で
の
疾
病
要
因
へ
の
対

応
・
予
防
な
ど
で
す
。

発
災
後
、
岩
手
県
災
害
医
療
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
急
性

期
）
医
療
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
の
医
療
を

行
う
た
め
の
県
調
整
本
部
を
設
け
（
３

月
18
日
～
）、
岩
手
県
（
保
健
福
祉
部
、

医
療
局
）、
岩
手
医
科
大
学
、
県
医
師

会
、
国
立
病
院
機
構
、
日
赤
が
、
そ
の

後
、
自
衛
隊
、
県
警
、
看
護
協
会
、
リ

ハ
団
体
等
が
避
難
所
の
環
境
・
健
康
管

理
、
避
難
者
の
服
用
薬
の
確
保
、
心
の

ケ
ア
な
ど
に
当
た
り
ま
し
た
。
な
お
、

本
県
の
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
約
30
人
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
と
災

害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
の
す
り
合
わ
せ
を

き
ち
ん
と
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
医
療
機
関
は
垣
根
が
高
い
と
言

わ
れ
な
い
よ
う
、
医
療
と
福
祉
・
介
護

の
連
携
を
十
分
に
深
め
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
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